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和製Ｆ１マシン「Ｋｏｊｉｍａ ＫＥ００７」が登場

鈴鹿サーキット（三重県鈴鹿市）で2017年11月18日（土）・19日（日）に開催する「RICHARD MILLE SUZUKA Sound
of ENGINE 2017」において、1976年に富士スピードウエイで行われた、日本初のF1レース「F1世界選手権イン・ジャ
パン」参戦に向けて製作された、「Kojima KE007」の登場が決定しましたので、ご案内いたします。

Kojima KE007は、FJ1300、F2000などを製作していた日本のコンストラクター、コジマエンジニアリングが1976年に
製作した和製F1マシンで、当時F1で主流だったV型8気筒DFVエンジンを搭載。1976年10月に富士スピードウェイで
行われた「F1世界選手権イン・ジャパン」に、長谷見昌弘が参戦し予選で9位、決勝レース11位を記録したマシンです。

2017年11月11日
株式会社モビリティランド

鈴鹿サーキット

■前売観戦券 ※11月17日（金）も入場可 ※ゆうえんち「モートピアパスポート」は付いておりません

券種 大人 中・高校生 小学生 ３才～未就学児

イベント観戦1日券
（土曜日券、日曜日券）

２,５００円
（1日有効）

― ― ―

イベント観戦2日券
（土・日2日券）

３,５００円
（2日間有効）

１,７００円
（2日間有効）

８００円
（2日間有効）

６００円
（2日間有効）

※Kojima KE007

＜RICHARD MILLE SUZUKA Sound of ENGINE 2017は、ゆうえんち「モートピアパスポート」でも、ご観戦いただけます＞

■前売モートピアパスポート（入園＋のりものパスポート）

券種 ６０歳以上 中学生以上 小学生 ３才～未就学児

モートピアパスポート
（土・日いずれか1日有効） ２,２００円 ４,１００円 ３,２００円 ２,０００円

イベント、開催日時、各種チケット・プレミアム券などの詳細は、鈴鹿サーキット公式ウェブサイトよりご確認ください。

http://www.suzukacircuit.jp/soundofengine/

Sound of ENGINE史上最多台数となるF1マシンが登場 Group C13台を含め、総勢300台以上の車両が集結
今年の「RICHARD MILLE SUZUKA Sound of ENGINE 2017」では、F1マシン23台、Group C13台、WGP4台、その他
レジェンドマシン・展示車両など、総勢300台を超える車両が集結いたします。それぞれの車両が奏でる「SOUND」を
お楽しみください。

11月18日（土）
11:05～ 練習走行
15:40～ デモンストレーションレース（10周 or 最大20分）

11月19日（日）
8:40～ 練習走行

15:05～ デモンストレーションレース（10周 or 最大20分）

■Kojima KE007登場イベント：「LEGEND of Formula1」


